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平成 30 年 12 月 27 日 

一般財団法人 新日本検定協会 
安全環境室 

 
 

船舶による危険物の運送基準等を定める告示の一部改正の概要について 
 
 
 平成 30 年 12 月 26 日に船舶による危険物の運送基準等を定める告示(危告示)の一部改正が公布され、

平成 31 年 1 月 1 日から施行されることとなりましたので、海上コンテナによる危険物輸送に関係する 
箇所の概要をお知らせします。 
 
 
1．表示関係 
(1) 標札及び標識（第一号様式）への要件の緩和 
 標札及び標識のふちの内側の線の太さは 2mm とされていましたが、規定は削除されました。 
 
 (2) リチウム電池の外装容器への表示の要件の緩和 

リチウム電池の外装容器への表示の地の色が「白」から「白又は表示が見やすい色」に改正され 
カートン等の外装容器に直接印刷された表示に対応する規定となりました。 
 

 
 
         

部 分 色 彩 

地 白又は表示が見やすい色 

線 赤 

記 号 黒 

 
  

 
＊   UNの文字に続けて国連番号 

＊＊ 追加情報問い合わせのための電話番号 

 
図 リチウム電池の外装容器への表示 

 

 

危険物輸送ご関係各位 
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2．危険物リスト関係（危告示 別表第 1） 
 (1) 新規エントリーの追加 

今回の改正で下表の 15 のエントリーが追加されました。 
国連番号 3316 化学検査キット又は救急キット の容器等級 II 及び容器等級 III の 2 エントリーは統

合され、ひとつのエントリーになりました。 
 
国連 
番号 

品名 
分類 項目 容器 

等級 日本語名 英語名 

3535 

その他の毒物 
（固体）（引火性のもの） 
（無機物のもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

TOXIC SOLID, FLAMMABLE, 
INORGANIC, N.O.S. 

毒物類 毒物 I 

3535 

その他の毒物 
（固体） 
（引火性のもの） 
（無機物のもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

TOXIC SOLID, FLAMMABLE, 
INORGANIC, N.O.S. 

毒物類 毒物 II 

3536 

貨物輸送ユニットに内蔵されるリチウム電池 
（リチウムイオン電池又はリチウム金属電池
に限る） 

LITHIUM BATTERIES 
INSTALLED IN CARGO 
TRANSPORT UNIT lithium ion 
batteries or lithium metal batteries 

有害性物質 - - 

3537 
その他の物品 
（引火性高圧ガスを含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
FLAMMABLE GAS, N.O.S. 高圧ガス 引火性高圧ガス - 

3538 
その他の物品 
（非引火性非毒性の高圧ガスを含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
NON-FLAMMABLE, 
NON-TOXIC GAS, N.O.S. 

高圧ガス 非引火性 
非毒性高圧ガス - 

3539 
その他の物品 
（毒性高圧ガスを含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING TOXIC 
GAS, N.O.S. 高圧ガス 毒性高圧ガス - 

3540 
その他の物品 
（引火性液体類を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
FLAMMABLE LIQUID, N.O.S. 引火性液体類 - - 

3541 
その他の物品 
（可燃性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
FLAMMABLE SOLID, N.O.S. 可燃性物質類 可燃性物質 - 

3542 

その他の物品 
（自然発火性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING A 
SUBSTANCE LIABLE TO 
SPONTANEOUS COMBUSTION, 
N.O.S. 

可燃性物質類 自然発火性物質 - 

3543 

その他の物品 
（水反応可燃性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING A 
SUBSTANCE WHICH EMITS 
FLAMMABLE GAS IN 
CONTACT WITH WATER, N.O.S. 

可燃性物質類 水反応可燃性 
物質 - 

3544 
その他の物品 
（酸化性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
OXIDIZING SUBSTANCE, N.O.S. 酸化性物質類 酸化性物質 - 

3545 
その他の物品 
（有機過酸化物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
ORGANIC PEROXIDE, N.O.S. 酸化性物質類 有機過酸化物 - 

3546 
その他の物品 
（毒物を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING TOXIC 
SUBSTANCE, N.O.S. 毒物類 毒物 - 

3547 
その他の物品 
（腐食性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
CORROSIVE SUBSTANCE, 
N.O.S. 

腐食性物質 - - 

3548 
その他の物品 
（有害性物質を含むもの） 
（他に品名が明示されているものを除く。） 

ARTICLES CONTAINING 
MISCELLANEOUS 
DANGEROUS GOODS, N.O.S. 

有害性物質 - - 

 
表 新規追加エントリーの国連番号、品名、分類等 
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 (2) 隔離上の分類の記号化 
備考 9 に掲載されている隔離上の分類が記号化（SGG(Segregation Group )）され、別表第 1 の 
各エントリーの隔離の欄に追記されました。 

 
隔離上の分類 記号  隔離上の分類 記号 

酸類 SGG1  液体のハロゲン化炭化水素 SGG10 

酸類（強酸） SGG1a  水銀及びその化合物 SGG11 

アンモニウム化合物 SGG2  亜硝酸塩類及びその混合物 SGG12 

臭素酸塩類 SGG3  過塩素酸塩類 SGG13 

塩素酸塩類 SGG4  過マンガン酸塩類 SGG14 

亜塩素酸塩類 SGG5  金属粉末 SGG15 

シアン化物 SGG6  過酸化物 SGG16 

重金属類及び化合物 SGG7  アジ化物 SGG17 

次亜塩素酸塩類 SGG8  アルカリ類 SGG18 

鉛及びその化合物 SGG9    

 
表 隔離上の分類及び記号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 危告示別表第 1 及び隔離の欄 
 

(3) 火薬類の積載要件の変更 
火薬類の積載要件について、船舶の種類と積載場所を定める記号の割り当てが多数の火薬類において 
見直しされました。 
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3．温度管理が必要な危険物の収納方法等 
(1) 危険物の品名に付す文言の追加 
危険物の状態等に応じて品名に付す文言に下記が追加されました。（第 3 条第 2 項） 

 
① 化学的処理により安定化された状態で運送される危険物 

国内輸送：安定剤入り  国際輸送：STABILIZED 
 

② 温度管理により安定化された状態で運送される危険物 
国内輸送：温度管理が必要  国際輸送：TEMPERATURE CONTROLLED 

 
(2) 重合性物質の管理温度及び非常温度の追加 
有害性物質を除く重合性物質の収納方法として、容器の種類と自己加速重合温度に応じた管理温度 
及び非常温度が下表のように規定されました。（第 16 条第 2 項第 6 号） 

 
容器の種類 自己加速重合温度 管理温度 非常温度 

ポータブルタンク以外 20℃以下 自己加速重合温度 ― 20℃ 自己加速重合温度 ― 10℃ 

20℃を超え 35 度以下 自己加速重合温度 ― 15℃ 自己加速重合温度 ― 10℃ 

35℃を超える 自己加速重合温度 ― 10℃ 自己加速重合温度 ― 5℃ 

ポータブルタンク 45℃以下 自己加速重合温度 ー 10℃ 自己加速重合温度 ー 5℃ 

 
表 重合性物質の管理温度及び非常温度 

 
 
4. その他 
(1) 今改正内容が取り入れられた規則書の出版は、海文堂出版発行の新訂版冊子(19 訂版)及び成山堂書

店発行の加除式追加ともに、例年 2 月から 3 月頃に行われています。それまでの期間の輸送要件等は、

改正された部分について平成 30 年 12 月 26 日付官報（号外第 285 号）をご確認ください。 
 
(2) 収納検査オンライン申請システムは、平成 31 年 1 月 1 日から新危険物リストを適用します。 

 
 
 

 
 
 

 
ご不明な点は下記連絡先又は 
最寄りの検査事業所までお問合せください。 

 
一般財団法人 新日本検定協会 安全環境室 

 
東京都港区高輪 3 丁目 25 番 23 号 
TEL  ： 03-3449-2818 
FAX  ： 03-3449-0355 
メールアドレス ： ankanml-he@shinken.or.jp 


